
2021 年度 CERI クロマトグラフィー分析賞 

本賞は、（公社）日本分析化学会液体クロマトグラフィー研究懇談会（LC 懇）が「液体ク

ロマトグラフィーを利用した研究分野で優秀な研究成果を挙げた者に授与する」と規定す

る褒賞であり、（一財）化学物質評価研究機構（Chemicals Evaluation and Research 

Institute, Japan、CERI）の協力を得て 2018 年度より運用を開始している。2021 年度は、

本年 8 月末日を期限として候補者の推薦公募を行った。期日までに提出された候補者の推

薦理由書、研究業績等を基に、選考委員会（2021 年 9 年 10 日）で審議した結果、(株)東レ

リサーチセンター所属の竹澤正明氏（推薦者：（株）島津総合サービス・三上博久氏）を授

賞候補者として選出した。2021 年度液体クロマトグラフィー研究懇談会第 6 回運営委員会

（9 月 28 日）において、選考委員長より上申された上記結果を協議した結果、竹澤氏への

授賞が正式に承認された。竹澤氏の研究業績名は、「生体試料中医薬品の極微量質量分析法

の開発」である。以下、授賞の対象となった研究業績等の概要を紹介する。 

竹澤氏は、LC/ MS/MS の実用化が始まった頃から、逸速く生体試料中の医薬品やバイオ

マーカーの定量分析に着手した。即ち、前処理にイムノアフィニティーカラムを利用する、

ヒト血漿中プロスタグランジン誘導体の高感度分析法、並びにプロスタグランジン、アンジ

オテンシン、アミノ酸等の内因性バイオマーカー分析法の開発である。それらの成果は、多

くの製薬企業を分析の立場からサポートし、各社の医薬品開発に貢献する所となった。

LC/MS/MS は、原理的には高精度かつ高性能分離分析法ではあるが、その本来の性能が実

試料の分析で直ちに発揮出来る訳ではない。竹澤氏は、LC/MS/MS 分析における特徴的な

トラブル、例えばキャリーオーバー、クロストーク、マトリックス効果等の問題に直面し、

これらの問題を解決する事により、LC/MS/MS 分析法の高度化を達成した。 

これらの研究業績に加え、竹澤氏は LC/MS の基礎と応用に関する自らの経験に基づき、

学会・講習会などを通じて若手研究者を幅広く啓育し、生体試料中医薬品等の分析に携わっ

ている研究者の底上げに積極的かつ継続的な努力を積み重ねている。竹澤氏は、LC 懇の中

核である運営委員として、LC 懇の二大行事である LC & LC/MS テクノプラザと LC- & 

LC/MS-DAYs において LC 基礎技術講座（現在は LC/MS 技術講座）の講師、LC/MS の講

師を長年務める一方、毎月の例会では度々最新技術を発表しており、LC 懇にとっては不可

欠の人物である。又、日本分析化学会（JSAC）においては、関東支部主催機器分析講習会

「HPLC, LC/MS コース」の講師としても長年大きな貢献を続けており、LC 懇会員に留ま

らず、広く JSAC 会員に模範を示す姿勢は大いに評価される。更に、分析士試験解説書、

LC/MS 関連実務書などへの精力的な執筆活動により、多大な社会的貢献を果たしている実

績も、CERI クロマトグラフィー分析賞授賞に誠に相応しい人物と評価された。 
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